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春の味覚―。
今年もおいしく育っています。
　安彦和敏さん（作の巻）のハウスでは、
若々しいグリーン色のタラの芽が一面に
芽吹き、採集期を迎えています。
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の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

1 

月
山
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ジ
オ
ツ
ア
ー

　

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
で

は
、
構
成
市
町
村
の
鶴
岡
市
、
西
川
町
、

庄
内
町
、
戸
沢
村
、
大
蔵
村
に
お
い
て
、

２
月
18
日
か
ら
３
月
11
日
に
か
け
、
雪
の

少
な
い
ア
ジ
ア
圏
の
外
国
人
な
ど
を
対
象

に
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
紹
介
し
、
豪

雪
や
山
岳
信
仰
な
ど
に
触
れ
て
も
ら
う
ジ

オ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

大
蔵
村
に
は
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾

と
在
日
留
学
生
、
首
都
圏
・
仙
台
圏
か
ら

計
２
２
０
名
が

訪
れ
、
豪
雪
地

な
ら
で
は
の
地

面
出
し
競
争
や

伝
統
工
芸
品
の

肘
折
こ
け
し
絵

付
け
、
そ
ば
打

ち
な
ど
を
体
験

す
る
予
定
で
す
。

2 

み
ち
の
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー

　

み
ち
の
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

は
、
四
季
折
々
に
東
北
６
県
を
い
れ
た
コ

ー
ス
づ
く
り
を
展
開
し
て
み
ち
の
く
ル
ー

ト
を
確
立
さ
せ
、
外
国
人
旅
行
客
の
誘
致

を
広
域
連
携
で
進
め
よ
う
と
、
東
北
地
域

の
観
光
関
連
業
者
な
ど
に
よ
り
発
足
し
ま

し
た
。
タ
イ
人
観
光
客
向
け
に
広
域
周
遊

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
お
り
、
１
月
に
は
、

　

日
本
国
内
の
人
口
減
少
が
進
む
な
か
、

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は
急
増
し
、

平
成
26
年
に
は
過
去
最
高
を
更
新
す
る
１
，

３
４
１
万
人
に
達
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

今
後
、
平
成
32
年
に
２
千
万
人
、
平
成

42
年
に
は
３
千
万
人
を
訪
日
外
国
人
目
標

数
と
し
て
お
り
、
日
本
人
の
将
来
人
口
推

計
値
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
目
標
値
は
、

平
成
30
年
に
は
こ
れ
ま
で
国
内
観
光
旅
行

需
要
を
支
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
（
64
歳
か
ら
75
歳
）
の

人
口
を
越
え
、
平
成
45
年
に
は
そ
の
差
が

２
倍
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

肘
折
に
お
い
て
タ

イ
国
の
旅
行
会
社

社
長
を
招
き
、
意

見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
成

28
年
４
月
末
頃
よ

り
、
タ
イ
国
の
旅

行
会
社
や
メ
デ
ィ

ア
を
招
い
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る

た
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
４
言
語
版

（
英
語
、
タ
イ
語
、
台
湾
語
、
韓
国
語
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
無
料
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
）
の
整
備
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
村
や
地
元
の
魅
力
を
伝
え
る

ガ
イ
ド
の
養
成
や
、
お
も
て
な
し
研
修
を

重
ね
、
受
入
れ
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
成
功
さ

せ
る
に
は
、
官
民
、
地
域
、
異
業
種
・
同

業
種
の
連
携
な
し
に
は
な
し
え
ま
せ
ん
。

検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
住
民
と
来
訪

者
と
が
交
流
し
、
そ
の
相
乗
作
用
で
さ
ら

に
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
地
域
づ
く
り

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
通
じ
て
実
現

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
人
口
減
少
に
よ
る
国
内
観
光
需

要
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
大
蔵
村

に
お
い
て
も
肘
折
温
泉
郷
の
観
光
客
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
（
図
２
）、
増
加
す
る

訪
日
外
国
人
観
光
客
に
焦
点
を
当
て
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
の
推

進
は
、
地
域
観
光
収
入
の
増
加
、
雇
用
の

創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
で
の

平
成
26
年
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
客
数
は
、

東
北
６
県
い
ず
れ
も
全
国
の
中
で
低
位
に

位
置
し
て
お
り
、
東
北
地
方
に
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
は
、
全
体
の
わ
ず
か
０
．
９

％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
大
蔵
村
に
お
い

て
も
、
外
国
人
観
光
客
数
は
ご
く
わ
ず
か

し
か
い
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
大
蔵
村
を
は
じ
め
東
北
地
域

に
は
、
外
国
人
観
光
客
に
も
関
心
の
高
い

四
季
折
々
の
雄
大
な
自
然
や
温
泉
な
ど
を

中
心
に
、
年
間
を
通
じ
て
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な

観
光
資
源
が
多
数
保
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
の
「
雪
」
は
、
南
国
の
外
国
人
観
光
客

に
と
っ
て
最
も
魅
力
あ
る
資
源
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
観
光
で
は
極
め
て
重
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
「
食
」
の
面
で
、
他
地

域
に
引
け
を
取
ら
な
い
食
材
、
料
理
、
地

酒
な
ど
も
豊
富
で
す
。
こ
れ
ら
に
、
東
北

人
な
ら
で
は
の
〝
お
も
て
な
し
〟
を
加
え
、

観
光
客
の
心
を
つ
か
む
高
付
加
価
値
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

外
国
人
観
光
客
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進

協
議
会
と
、
み
ち
の
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
協
議
会
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー

に
取
り
組
も
う
と
、
地
域
資
源
の
洗
い
出

し
や
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ツ
ア
ー
内
容

も
う
す
ぐ
外
国
人
観
光
客
数
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
人
口
を
越
え
る

東
北
地
域
に
お
け
る

外
国
人
観
光
客
の
状
況

広
域
ル
ー
ト
で
盛
り
上
げ
る

大
蔵
村
の
取
り
組
み

受
入
環
境
の
整
備
と

成
功
の
ポ
イ
ン
ト

村の魅力を世界に発信

「インバウンド観光」の可能性
　近年、日本を訪れる外国人観光客が急増しています。今後、人口減少による国内観光需要の
減少が予測されるなか、外国人観光客に焦点を当てたインバウンド観光（訪日外国人旅行）が
注目されています。今回は、大蔵村で取り組むインバウンド観光について紹介します。
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【資料：山形県観光客数調査】

【出典：日本政府観光局（JNTO）】

図2

図1訪日外国人の推移

観光客数の推移（肘折温泉郷）大
蔵
村
観
光
協
会
誘
客
推
進
委
員
長

柿
崎 

邦
彦
さ
ん（
肘
折
）

大
蔵
村
観
光
協
会
長

木
村 

裕
吉
さ
ん（
肘
折
） 　

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
数
が
増

加
し
て
い
る
今
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り

組
む
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
時
代
の
流
れ

に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
受
入
体
制
を
整
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ツ

ア
ー
等
で
一
度
、
来
て
も
ら
わ
な
い
こ
と

に
は
村
の
魅
力
は
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
外
国
人
だ
か
ら
こ
そ
気
付
く
村
の
よ

さ
を
教
え
て
も
ら
う
、
そ
の
面
に
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
ず
つ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
成
功
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
地

域
の
自
信
と
な
り
、
そ
の
活
気
が
新
た
な

魅
力
と
な
っ
て
日
本
人
観
光
客
を
引
き
込

む
、
そ
ん
な
よ
い
循
環
が
う
ま
れ
る
チ
ャ

ン
ス
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
日
本
人
観
光
客
数
が

減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
は
新

た
な
観
光
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
が
高
ま
る
と
予
測
さ
れ
、
今
の
う
ち
か

ら
受
入
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

伝
統
食
に
は
じ
ま
る
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
料
理
や
上
質
な
温
泉
、
温
か

い
人
柄
、
歴
史
と
素
朴
さ
が
残
る
大
蔵
村

の
今
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
努

力
と
し
て
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
や
、

旅
館
や
商
店
で
も
提
供
で
き
る
地
産
地
消

の
付
加
価
値
を
つ
け
た
農
産
加
工
商
品
の

開
発
な
ど
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
大
蔵
村
の
魅
力
を

世
界
へ
発
信
�
」

「
外
国
人
受
入
の
成
功
で

日
本
人
を
引
き
込
も
う
」
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平
成
26
年
度
及
び
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
軽
自
動
車
と
小
型
の
普
通
自
動
車
と

の
間
の
税
負
担
水
準
格
差
の
見
直
し
、
車
両
の

環
境
性
能
等
に
応
じ
た
課
税
の
仕
組
み
の
導
入

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
軽
自
動
車
税
の
標
準
税

率
の
引
き
上
げ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
こ
の
改
正
を
踏
ま
え
た

村
税
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
の
税

率
が
変
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

左
記
の
車
両
に
つ
い
て
は
、

購
入
や
登
録
の
時
期
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
車
両
に
つ
い

て
平
成
28
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
か
ら
改
正
後
の
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

表
１
の
と
お
り
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

【※1】平成27年3月31日以前に初めて車両番号の指定を受けた車両（自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年3月以
前のもの）については、平成27年度以後も改正前の税率が適用され、現在の税率から変更はありません。（＊初めて車
両番号の指定を受けてから13年を経過した車両については、平成28年度から表1の【※3】の税率が適用されます。）

【※2】平成27年4月1日以後に初めて車両番号の指定を受けた車両（自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年4月以後
のもの）について、改正後の税率が適用されます。
（＊平成27年4月1日から平成28年3月31日までに初めて車両番号の指定を受けた三輪・四輪以上の軽自動車で、一
定の環境性能を満たす車両については、平成28年度に限り表2の税率が適用されます。）

【※3】初めて車両番号の指定を受けた月から起算して13年を超える車両については、表1の【※1】【※2】にかかわらず、
【※3】の税率が適用されます。ただし、電気軽自動車、天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、混合メタノール軽
自動車、ガソリンを内燃機関の燃料として用いる電力併用軽自動車、被けん引自動車は除きます。
（特例）＊自動車検査証の様式が変更された平成15年10月14日前に最初の新規検査を受けた車両については、初度検
査の「月」が把握できないことから、最初の新規検査を受けた年の12月を初度検査の月とします。

車　　種 平成27年
度まで

平成28年
度から

原動機付
自転車

総排気量50㏄以下 1,000円 2,000円

総排気量50㏄超90㏄
以下 1,200円 2,000円

総排気量90㏄超125㏄
以下 1,600円 2,400円

ミニカー（三輪以上）
（総排気量20㏄超50㏄
以下）

2,500円 3,700円

軽二輪車（125㏄超250㏄以下） 2,400円 3,600円

専ら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円

小型特殊
自動車

農耕作業用のもの 1,600円 2,400円

その他のもの 4,700円 5,900円

二輪の小型自動車（250㏄超） 4,000円 6,000円

車　　　種

平成27年3月31
日以前に初め
て車両番号（ナ
ンバー）の指定
を受けた車両

【※1】

平成27年4月1
日以後に初め
て車両番号（ナ
ンバー）の指定
を受けた車両

【※2】

初めて車両番号
（ナンバー）の
指定を受けてか
ら13年を経過
した車両

【※3】

三輪のもの（660㏄以下） 3,100円 3,900円 4,600円

四輪以上
のもの（660
㏄以下）

乗　用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

初度検査年月※【※3】の税率が適用される年度

平成14年12月まで 平成28年度から

平成15年1月から
平成16年3月まで 平成29年度から

平成16年4月から
平成17年3月まで 平成30年度から

（
１
）原
動
機
付
自
転
車
、

二
輪
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
等

（
２
）三
輪
・
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

平
成
28
年
４
月
よ
り

軽
自
動
車
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

自
動
車
検
査
証
の
「
初
年
度
検
査
年

月
」
が
平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３

月
の
も
の
（
表
２
）
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
度
分
の
軽
自
動
車
税
に
限
り
、
グ
リ
ー

ン
化
特
例
（
軽
課
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
３
）グ
リ
ー
ン
化
特
例

＊（
イ
）、（
ウ
）に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
内

燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
軽
自
動
車
に
限
り

ま
す
。

＊
各
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、
自
動
車
検

査
証
の
備
考
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
表
１
の【
※
２
】に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
表
２
の（
ア
）（
イ
）（
ウ
）い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
は
表
２
の
税
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

車　　　種

平成28年度のみ
（ア） （イ） （ウ）

電気軽自動車・
天然ガス軽自
動車（平成21
年排出ガス基
準10%低減）

●乗用：平成
17年排出ガス
基準75%低
減達成
（★★★★）か
つ平成32年
度燃費基準＋
20%達成車

●貨物用：平
成17年排出
ガス基準75%
低減達成
（★★★★）か
つ平成27年
度燃費基準＋
35%達成車

●乗用：平成
17年排出ガス
基準75%低
減達成
（★★★★）か
つ平成32年
度燃費基準達
成車

●貨物用：平
成17年排出
ガス基準75%
低減達成
（★★★★）か
つ平成27年
度燃費基準＋
15%達成車

三輪のもの（660㏄以下） 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上の
もの（660㏄
以下）

乗　用
営業用 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用
営業用 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 1,300円 2,500円 3,800円

　

原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
公
道
の
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
所

有
し
て
い
る
方
は
、軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
、車
体
に
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

を
取
り
付
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
な
い
小
型
特
殊
自
動
車
（
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
等
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
大
蔵
村
役
場
に
て
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
原
動

機
付
自
転
車
（
1
2
5
㏄
以
下
）
と
小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録
、
名
義
変
更
、
廃
車
の
手

続
き
は
、
大
蔵
村
役
場
住
民
税
務
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※　

手
続
き
に
は
印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ�　

住
民
税
務
課
税
務
課
係

☎
75
-
２
１
０
３
（
内
線
２
５
１
、 

２
５
２
）

具体例
�例１ �「初年度検査年月」が平成14年12月31日以前の車両

➡平成28年度以後の分の軽自動車税
：１万２,９００円【表１※３】

�例２ �「初年度検査年月」が平成15年1月1日から
平成16年3月31日の車両

➡平成28年度分の軽自動車税：７,２００円【表１※１】
　平成29年度以後の分の軽自動車税：

１万２,９００円【表１※３】
�例３ �「初年度検査年月」が平成26年4月1日から

平成27年3月31日の車両
➡平成27年度から平成39年度分の軽自動車税

：７,２００円【表１※１】
　平成40年度以後分の軽自動車税

：１万２,９００円【表１※３】
�例４ �「初年度検査年月」が平成27年4月1日から

平成28年3月31日の車両
➡平成27年度から平成40年度分の軽自動車税

：１万８００円【表１※２】
　平成41年度以後の分の軽自動車税

：１万２,９００円【表１※３】

表1
（四輪乗用車の場合における

平成27年度以後の自動車税）軽
自
動
車
税
の
諸
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

表2
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「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進

員）」は、地域において、生活支援・介護予防サービ

スの提供体制の構築に向けたコーディネート機能

（主に資源開発やネットワーク構築の機能）を担い

ます。地域のサービス需要への対応を図るため、コ

ーディネーターの育成を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「協議体」は、各地域における生活支援コーディ

ネーターと、生活支援・介護予防サービスの提供

主体等が参画し、定期的な情報共有及び連携強化

の場として、中核となるネットワークです。 

◎ 生活支援・介護予防サービスの体制整備に向け、

主体間の情報共有や連携・協働による資源開発等

の推進を図るため、協議体を設置します。 

生活支援体制整備事業について 
大蔵村では、平成２８年４月から生活支援体制整備事業に取組みます。ひとり暮らしの方や夫婦のみの世

帯などのすべての高齢者が、できるだけ生活の場を変えることなく安心して暮らし続けていくための生活環

境を整え、さらにその体制づくりとして、交流サロンの立ち上げや声がけといった地域での生活支援が必要

になります。また、元気な高齢者が、生活支援の担い手（ボランティア）として活躍することも期待される

ことから、生活支援コーディネーターを配置して円滑なサービスの提供につなげ、高齢者の社会参加をより

一層促進することで社会的役割を持ち、生きがいや介護予防につながることが期待されます。 

このように、大蔵村では地域包括ケアシステムの構築に向けて、村民の協力を得ながら、高齢者それぞれ

のニーズに合った多様な生活支援サービスの提供体制の充実を図ります。 

問合せ先  大蔵村地域包括支援センター（役場健康福祉課内） ７５—２１０４（内線272・273）

―これからも安心して暮らすために― 
介護保険からのお知らせです 

１.生活支援コーディネーター（地域
支え合い推進員）の配置 

２.協議体の設置 

多様な主体による生活支援・介護予防サービスの重層的な提供 
○⾼齢者の住宅⽣活を⽀えるため、ボランティア、ＮＰＯ、⺠間企業、社会福祉法⼈、協同組合等の多様

な事業主体による重層的な⽣活⽀援・介護予防サービスの提供体制の構築を⽀援 
・介護⽀援ボランティアポイント等を組み込んだ地域の自助・互助の好取組を全国展開 
・「⽣活⽀援コーディネーター（地域⽀え合い推進員）」の配置や協議体の設置などに対する⽀援

 問合せ先  　大蔵村地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　☎７５−２１０４（内線272・273）

── これからも安心して暮らすために ──

介護保険からのお知らせです
生活支援体制整備事業について

　大蔵村では、平成２８年４月から生活支援体制整備事業に取組みます。ひとり暮らしの方や夫婦の
みの世帯などのすべての高齢者が、できるだけ生活の場を変えることなく安心して暮らし続けていく
ための生活環境を整え、さらにその体制づくりとして、交流サロンの立ち上げや声がけといった地域
での生活支援が必要になります。また、元気な高齢者が、生活支援の担い手（ボランティア）として
活躍することも期待されることから、生活支援コーディネーターを配置して円滑なサービスの提供に
つなげ、高齢者の社会参加をより一層促進することで社会的役割を持ち、生きがいや介護予防につな
がることが期待されます。
　このように、大蔵村では地域包括ケアシステムの構築に向けて、村民の協力を得ながら、高齢者そ
れぞれのニーズに合った多様な生活支援サービスの提供体制の充実を図ります。

１. 生活支援コーディネーター（地域
支え合い推進員）の配置
　「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進
員）」は、地域において、生活支援・介護予防サービ
スの提供体制の構築に向けたコーディネート機能
（主に資源開発やネットワーク構築の機能）を担いま
す。地域のサービス需要への対応を図るため、コー
ディネーターの育成を推進します。

２. 協議体の設置
◎「協議体」は、各地域における生活支援コーディネ
ーターと、生活支援・介護予防サービスの提供主体
等が参画し、定期的な情報共有及び連携強化の場と
して、中核となるネットワークです。
◎生活支援・介護予防サービスの体制整備に向け、
主体間の情報共有や連携・協働による資源開発等の
推進を図るため、協議体を設置します。

大
蔵
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

愛
称
「
り
ん
ど
う
ク
ラ
ブ
大
蔵
」
に
決
定

　

大
蔵
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
機
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
共
に
会
員
の

輪
を
広
げ
、
大
蔵
村
ら
し
く
、
健
康
で
明
る
く
元
気
な
高
齢
者
を
連

想
さ
れ
る
「
愛
称
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
様
に
応
募
い
た
だ
き
、
厳
正
な
選
考
を
行
っ
た
結
果
、

佐
藤
益
子
さ
ん
（
清
水
２
）
の
『
り
ん
ど
う
ク
ラ
ブ
大
蔵
』
に
決
定

し
ま
し
た
。
大
蔵
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら

こ
の
愛
称
を
使
用
し
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ�　

大
蔵
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

大
蔵
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
75
-
２
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

■どんな活動を
しているの？

　老人クラブは、健
康・友愛・奉仕を３本
柱にして、地域のニー
ズに応じた様々な活動
を行い、地域内の世代
間交流や高齢者の生き
がいと健康づくりを進
めています。
　各地域で公式ワナゲ
などの活動や、旅行、
また子どもたちとの交
流活動、社会奉仕活動
など、さまざまな活動
を通して毎日楽しく過
ごしています。

■老人クラブの歴史
　老人クラブは、地域を基盤とする高齢者の自主組織です。
戦後、先覚者の提唱と社会福祉協議会の協力によって誕生し、
各地に広がりました。現在では、全国的なネットワークを有
する高齢者組織となっています。
　「大蔵村老人クラブ連合会」は、単位老人クラブの発展と
老人福祉の向上と会員相互の親睦を図ることを目的に、昭和
３９年に村内の各クラブにより結成され、平成２６年には創
立５０周年を迎えました。平成２７年４月１日現在、１１ク
ラブ、会員数４５９人で構成されています。

■加入の条件は？
　おおむね６０歳以上なら誰でも
会員になれます。常時活動に参加
できなくても、会員として迎え、
支え合い、喜びを共にできるよ
う努めています。（※加入年齢は、
各地区で異なります。）

■ここが魅力です！
　一番の魅力は「仲間」づくりができることです。
高齢になると、なかなか外出する機会が減ってし
まうものですが、声をかけて誘ってくれる、情報
を届けてくれるなどの仲間がいることで大きな安
心につながります。
　また、いくつになっても参加できる活動がある
こと、退職後の活躍の場として、これまでの経験
や知識が生かせることも魅力でしょう。

■クラブ会員は随時募集しています！
　新しい仲間や生きがいを見つけてみません
か？あなたの入会をお待ちしています。ぜひ、
お住まいの老人クラブ会長にお申し込み下さい。

★あなたの地区の
老人クラブを紹介します

◦清水老人クラブ	 会長　佐藤　　久
◦白須賀ピンコロクラブ	 会長　早坂　　巖
◦合海あやめ会	 会長　伊藤　敬子
◦比良稲沢老人クラブ	 会長　武田　光榮
◦赤松老人クラブ	 会長　八鍬富太郎
◦烏川老人クラブ	 会長　齋藤　義廣
◦上竹野老人クラブ	 会長　国分　　明
◦南山老人クラブ	 会長　矢口　秀男
◦沼の台老人クラブ	 会長　中島　達雄
◦豊牧老人クラブ	 会長　中島　傳次
◦肘折老人クラブ	 会長　柿㟢　繁雄

老
人
ク
ラ
ブ
で
、

一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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る
と
『
肥
満
』
と
判
定
さ
れ
ま
す
。
体
の
脂
肪

量
は
簡
単
に
推
定
で
き
ま
す
か
ら
、
時
々
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
が
肥
満
予
防
の
第
一
歩
で
す
。
現

在
、
体
脂
肪
量
の
推
定
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
の

は
「
体
格
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）」（
計
算
式
＝
体
重

（
㎏
）
÷
［
身
長
（
m
）
×
身
長
（
m
）］）
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
肥
満
を
治
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
。

　

大
人
と
子
ど
も
で
は
、
肥
満
の
事
情
も
違
い

ま
す
。
小
児
の
肥
満
は
、
脂
肪
細
胞
の
数
が
増

え
て
い
く
「
脂
肪
細
胞
増
殖
型
肥
満
」
で
す
が
、

大
人
の
場
合
は
、
脂
肪
細
胞
自
体
が
大
き
く
な

っ
て
し
ま
う
「
脂
肪
細
胞
肥
大
型
肥
満
」
で
、

小
児
の
肥
満
よ
り
治
療
し
や
す
い
の
で
す
。

　

肥
満
の
治
療
に
は
、
①
食
事
療
法
、
②
運
動

療
法
、
③
行
動
療
法
、
④
薬
物
療
法
、
⑤
外
科

療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
肥
満
の
背
景
に
は
、

太
る
の
が
当
然
の
生
活
習
慣
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
れ
を
改
め
ず
に
食
事
療
法
だ
け
い
く
ら
続
け

て
も
、
減
量
は
成
功
し
ま
せ
ん
。
運
動
療
法
を

行
わ
ず
、
食
事
療
法
で
減
量
し
よ
う
と
す
る
と
、

体
脂
肪
が
減
ら
ず
、
筋
肉
や
骨
の
方
が
減
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
事
、
運
動
、
行

動
療
法
は
、
互
い
に
極
め
て
密
接
な
「
三
位
一

体
」
の
関
係
に
あ
り
、
ど
れ
１
つ
欠
け
て
も
、

長
期
的
な
減
量
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

肥
満
は
生
活
習
慣
病
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
い
つ
も
前
向
き
に
、
体
質
と
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
必
ず
、〈
健
康
的
で
ス
リ
ム
〉

と
い
う
目
標
に
到
達
で
き
る
は
ず
で
す
。

お
元
気
で
す
か
？

〜 

診
療
所
だ
よ
り
⑪ 

〜

「
健
康
で
ス
リ
ム
」

　
　達
成
の
秘
訣

ナ
ー
ス
佐
藤
の

　

成
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
は
、
こ
こ
20
年

間
横
ば
い
も
し
く
は
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
減
っ
た
た
め
に

肥
満
者
が
徐
々
に
増
え
、
特
に
男
性
で
そ
の
傾

向
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　

肥
満
度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
睡
眠
中
の
呼

吸
障
害
を
き
た
し
や
す
く
な
り
、
突
然
死
や
睡

眠
時
死
亡
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
肥
満
は
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
血

圧
、
痛
風
、
胆
石
症
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の

下
地
に
も
な
り
や
す
く
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞

虚
血
性
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
原
因
の
他
、
乳
が

ん
、
子
宮
体
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
か
ら
、ま
さ
に「
肥
満
は
万
病
の
も
と
」

と
言
え
る
の
で
す
。
い
か
に
肥
満
を
予
防
す
る

か
。
そ
れ
は
、
現
代
人
に
と
っ
て
、
日
々
心
が

け
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

　

人
の
体
重
の
50
～
60
％
は
水
分
が
占
め
、
次

い
で
多
い
の
が
、
脂
肪
分
（
体
脂
肪
量
）
で

す
。
脂
肪
分
の
体
重
に
占
め
る
割
合
（
体
脂
肪

率
）
が
、
男
性
で
20
％
、
女
性
で
25
％
を
超
え

　

な
か
な
か
春
が
来
な
い
町
が
あ
り

ま
し
た
。
パ
ン
や
さ
ん
は
、「
お
ひ

さ
ま
あ
じ
の
と
く
べ
つ
な
パ
ン
を
や

こ
う
。」
と
、
は
り
き
っ
て
作
り
は

じ
め
ま
し
た
。
お
ひ
さ
ま
パ
ン
は
、

た
い
へ
ん
大
き
く
、
い
い
に
お
い
が

す
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
動
物
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。「
パ
ン
や
さ
ん
が
、

お
ひ
さ
ま
を
つ
く
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」

と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
動
物
た
ち
が
、
そ

の
パ
ン
を
た
べ
る
と
ふ
し
ぎ
な
こ
と

が
お
こ
り
ま
す
。

　

心
も
体
も
暖
か
く
、
優
し
く
し
て

く
れ
る
お
話
で
す
。

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
時
間
「
６
分
」。

作
・
絵

　
　エ
リ
サ・ク
レ
ヴ
ェ
ン

訳

　江
國
香
織

「
お
ひ
さ
ま
パ
ン
」

おおくら雪ものがたり
◎日時／平成�28�年�3�月�19�日（土）

１７時３０分～１９時３０分
◎場所／肘折いでゆ館前広場
17：30 屋台の出店

焼きそば、串焼き、がっき煮、クレープ、珈
琲など県内各地の屋台も出店！

18：15 幻想雪回廊
肘折トンネルから会場周辺まで素敵な雪
灯りが皆様をお出迎えします。

18：30　あったかサービス
玉こんにゃく・甘酒の無料サービス
※なくなり次第終了

おおくら君22世
プロジェクションマッピング

巨大雪だるま「おおくら君２２世」をスク
リーンに、立体映像を投影します。

19：15　冬の花火大会（約15分）
�問合せ �� 肘折いでゆ館内「おおくら雪ものがたり

実行委員会事務局」� ☎34-6106

デザインの力で魅力発信　芸工大生
ブランディングアイデア発表会

できる力で地域に貢献！
除雪ボランティアを展開しました

　 2月 8日（月）、大蔵中学校の生徒が村社会福祉協
議会・民生委員との連携のもと、村内の公共施設や
一人暮らしの老人宅などの除雪ボランティアを行い
ました。また、 2月 2日（火）には、村の除雪ボラン
ティア登録者と翠明荘職員が、桂、塩、白須賀地区
で除雪活動を行いました。除雪をしてもらった世帯
の方々は、軒下にたまった雪がきれいになったとと
ても感謝していました。大変お疲れ様でした。

　 2月20日（土）、東北芸工大学生による村の魅力を
伝えるデザイン提案発表会が、ふるさと味来館で開
催されました。これは、美しい農村再生支援事業の
一環として芸工大学とタイアップしたもので、村の
特産物を詰めて送る「お土産ボックス」や、ふるさ
と味来館の販売物のパッケージ案について発表があ
りました。豊かな自然や棚田、雪といった村の特徴
を描き、絵柄がつながる工夫や、一目で味が伝わる
よう材料をイラストにするなど、価値を伝えること
ができるパッケージデザインが提案されました。

加藤村長　全国および
山形県町村会表彰受賞

　この度、加藤
正美村長が全国
及び山形県町村
会長表彰を受賞
されました。こ
れは、村長就任
３期の永きにわ
たり、町村自治
の振興発展に大
きく貢献した功
績が評価された
ものです。加藤
村長は「村民の
皆様からのご支
援の賜物と深く

感謝いたします。今後も、皆様からの信頼とご期待
にお応えすべく誠心誠意頑張ってまいります。」と語
っていました。

県ＬＰガス協会最上支部と
災害時供給協定

　 2月 8日（月）、山形県ＬＰガス協会最上支部と大
蔵村が、災害時応急対策用燃料等の供給応援に関す
る協定を結びました。これにより、地震などの災害
が起きた際、村からの供給応援要請に応じて、避難
所等で使用するＬＰガスの供給が県ＬＰガス協会最
上支部より迅速に行われることになります。

▲グループに分かれて除雪に励む大中生
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後期高齢者医療保険料の保険料率が変わります

山形県若者定着奨学金返還支援事業
「助成候補者」募集のお知らせ

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療費などの推計を基に、２
年ごとに見直しをおこなっています。
　平成28・29年度の保険料率は、平成26・27年度と比べると
医療費等の増加が見込まれることから、次のとおりに改定されます。
◆保険料率（平成26・27年度 → 平成28・29年度）
▷所得割率 （所得に応じて負担していただく分を算定する際の率）

７．８４％ → ８．５８％
▷均等割額（加入者が公平に負担していただく分）
　　　　　　３万９５００円 → ４万１７００円
▷賦課限度額（年間保険料の最高額）

５７万円 → ５７万円 （変更なし）
▷均等割保険料の軽減対象の拡充 （低所得者の負担軽減）

なお、保険料率の詳細は、７月に保険料額決定通知書とともに送付
されるリーフレットに記載されます。

 問合せ先    住民税務課国保年金係　☎７５－２１０３

大蔵村空間放射線量測定結果
測定日：平成２8年2月4日（木）

（単位 : μ Sv/h）

測定場所 大蔵中学校グラウンド

地上高 地上50㎝ 地上1m

測定値 0.04 0.04

q測定方法：地上50㎝と1mの高さで
測定しました。

q測定機器：シンチレーション式サー
ベイメータ

放射線の測定・
検査結果を公表します

　大学等を卒業後、一定期間県内で居住・就業した場合、県と県内
市町村が連携して、奨学金の返還を支援します。
１　募集対象者　　次の各号すべてに該当する方

①　山形県内に居住し県内の高等学校、特別支援学校高等部、専
修学校高等課程を今年度卒業見込みの方、または卒業した方

②　大学、大学院修士課程、高等専門学校（第4学年以上）、県内
の短期大学または専修学校専門課程（以下「大学等」という。）
に来年度進学予定または在学する方

③　日本学生支援機構第一種奨学金（無利子）の貸与を希望する方
または貸与を受けている方

④　大学等を卒業後６ヶ月以内に、山形県内に居住かつ就業し、
その後３年間継続する見込みの方

⑤　次の対象産業分野への就業を希望する方
ア. 商工分野　イ. 農林水産分野　ウ. 建設分野　エ. 医療・福祉
分野（医師、看護師、介護福祉士、保育士を除く）　オ. その他

２　助成金額　
　奨学金の返還残高または助成候補者の認定を受けた年度の翌年
後以降に奨学金の貸与を受けた月数に２万６千円を乗じた額を上
限に支援します。

３　応募方法
　既に奨学金貸与を受けている方と予約採用者は①と④を、大学
等へ入学後に貸与を予定している方は①～③を提出してください。
様式は山形県ホームページに掲載しています。
①申請書 ②成績証明書 ③家計支持者の所得に関する証明書の写し
④予約採用決定通知書、奨学金貸与証明書または奨学生証の写し
４　募集期限　平成２８年３月１０日（木）まで

 提出・問合せ先    教育委員会教育総務係（☎７５－２３２３）

I N F O R M A T I O N

春休みのプラネタリウム
◎日時　3/24（木）・25（金）

①16：00～16：45
②18：30～19：15

◎会場　教育研究センター
◎対象　最上管内の年中児以上
（小学校低学年以下は保護者同伴）
◎参加料　無料
◎申込　3/18（金）8：30～☎で受

付開始（先着40名）
□申□問� 教育研究センター�232−1888
運転免許証の自主返納を

お考えの方へ
　平成28年3月1日から自主返納
がしやすくなります。
⑴　最寄りの交番・駐在所で自
主返納申請受付を開始！

◎受付場所　住所地の交番 /駐在所
◎受付時間　平日�9：00～15:00
※全免種返納のみ受付可能
※電話による事前申込必要

⑵　日曜日窓口における自主返
納申請受付を開始！

◎受付場所　山形県総合交通安
全センター

◎受付時間　日曜日14：00～15：00
　※電話による事前申込必要
⑶　代理人による自主返納申請
受付を開始！

◎代理申請の対象となる方
　「入院中」などの理由で免許
の有効期間内に窓口に出向い
て手続きができない方で、ご
家族などの代理の方が本人自
筆の委任状を持参した場合。
◎受付場所　①山形県総合交通

安全センター②住
所地の警察署

◎受付時間　①平日8：30～11：30
／13：00～15：30

②平日8：30～16：30
※最寄りの交番・駐在所および
日曜日窓口での代理人による
自主返納申請はできません。

□問� 山形県総合交通安全センター
2023−655−2150

「平成28年度民間国際交流団体
活動推進支援助成事業」募集

　（公財）山形県国際交流協会で
は、県内の民間団体が行う地域
の国際化を推進する事業に対し
助成を行います。
◎申請　6/15（水）まで
（※4月から6月末までの実施
予定事業は3/31（木）まで）

◎申請額　１団体20万円上限
※渡航費のみや対象が会員の
みなど波及効果の低い事業
と判断する経費は対象外。

□申□問�（公財）山形県国際交流協会
2023−647−2560

自衛官募集
◎募集種目　自衛官候補生（男子）
◎応募資格　18歳以上27歳未満
◎受付期間　①3/18（金）まで
　　　　　　②3/25（金）まで
◎試験日　①3/19（土）②3/26（土）

□問� 自衛隊新庄地域事務所�
222−5057

国家公務員採用試験のお知らせ
　申込みは、インターネットに
より行ってください。
【総合職試験（院卒者試験・

大卒程度試験）】
◎受付期間　4/1（金）9：00

～4/11（月）［受信有効］
◎第1次試験日　5/22（日）
【一般職試験（大卒程度試験）】
◎受付期間　4/8（金）9：00

�～4/20（水）［受信有効］
◎第1次試験日　6/12（日）
※申込方法や受験資格等の詳し
い内容については、人事院ＨＰ
またはお問い合わせください。
□問� 人事院東北事務局第二課試
験係� 2022−221−2022

無料「なんでも労働相談ダイアル」
◎相談期間　3/28（月）～29（火）

10：00～18：00
◎相談電話番号　0233−23−1515
◎相談内容　経営危機による人

員整理問題、労働災害な
ど労働に関わる相談

実施団体� 連合山形新庄最上地域協議会

職場の労働関係で
お困りではありませんか

　山形県労働委員会は、労働者
と事業主との間の労働関係トラブ
ル解決に向けてお手伝いします。
解雇、賃金などの問題でお困りの
方は、無料・秘密厳守ですので、
お気軽にご相談ください。
□問� 県労働委員会事務局
� 2023−630−2793

夜
間
・
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日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
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セ
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日
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療
所
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療
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診
療
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療
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【
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／
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／
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問
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新
庄
市
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康
課
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☎
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2
1
1
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２
月
の
日
誌

５
日
㈮	
◦
大
蔵
小
学
校
ス
キ
ー
記
録
会

６
日
・
13
日
㈯

	

◦
肘
折
幻
想
雪
回
廊

９
日
㈫	

◦
大
蔵
小
学
校
新
入
生
体
験
入
学

14
日
㈰	

◦
第
31
回
あ
っ
と
ほ
ー
む
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
大
会

28
日
㈰	

◦
第
７
回
地
面
出
し
競
争

	

　

W
orld	cup	in	

肘
折

３
月
の
予
定

５
日
㈯	

◦
美
し
い
村
づ
く
り
講
演
会

６
日
㈰	

◦
第
36
回
健
康
の
つ
ど
い

8
日
㈫
〜
11
日
㈮

	

◦
３
月
定
例
議
会

15
日
㈫	

◦
行
政
相
談

	

◦
大
蔵
村
自
治
功
労
者
表
彰
式

16
日
㈬	

◦
大
蔵
中
学
校
卒
業
式

18
日
㈮	

◦
大
蔵
小
学
校
卒
業
式

19
日
㈯	

◦
お
お
く
ら
雪
も
の
が
た
り

24
日
㈭	

◦
肘
折
保
育
所
卒
園
式

25
日
㈮	

◦
沼
の
台
保
育
所
卒
園
式

27
日
㈰	

◦
肘
折
春
ス
キ
ー
大
会

29
日
㈫	

◦
大
蔵
村
保
育
所
卒
園
式

戸籍の窓

世帯数	 1,090戸	 （1,099戸）
　人口	 3,504人	 （3,588人）
　　男	 1,717人	 （1,754人）
　　女	 1,787人	 （1,834人）
　出生	 男	1人	 女	1人	 計	2人
　死亡	 4人	 4人	 8人
　転入	 3人	 3人	 6人
　転出	 2人	 2人	 4人

※平成28年1月末現在　（　）内は昨年同期

（1月16日～2月15日届出分）

お誕生おめでとう
�地区 　お名前  （保護者名）

清水二� 阿部　　叶
きょう

くん� （ 聡 ）

お悔み申し上げます
�地区  お名前（年齢） 世帯主
清水二� 海藤タツヱ（87）�タツヱ
白須賀� 松井　幸子（74）�秀　雄

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。
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む
ら
の
み
�
ど
ご

お
も
し
�
ど
ご

お
お
く
ら
く
ん
が
み
つ
け
た

お
お
く
ら
く
ん
が
み
つ
け
た

今
月
の
「
み
っ
ど
ご
、

　
　
　
　
　お
も
し
ぇ
ど
ご
」

② 

大
蔵
村
の
「
議
場
」

ぎ

　じ
ょ
う

　
役
場
の
３
階
ま
で

階
段
を
一
生
懸
命
の

ぼ
っ
て
き
た
ら
、
机

と
マ
イ
ク
が
い
っ
ぱ

い
の
部
屋
を
見
つ
け

た
よ
。

　
こ
こ
は
議
場
。
議

会
議
員
さ
ん
が
村
長

さ
ん
と
大
事
な
お
は

な
し
を
決
め
る
と
こ

ろ
な
ん
だ
っ
て
！

　
議
長
さ
ん
の
席
に
座

ら
せ
て
も
ら
っ
た
ぼ
く
。

　
ま
わ
り
が
よ
く
見
え

る
な
〜

　
傍
聴
席
に
座
っ
て
み
た
よ
。
こ
こ
に

静
か
に
し
て
座
っ
て
、
議
会
の
お
は
な

し
が
聞
け
る
ん
だ
っ
て
。

　
３
月
に
は
８
日
か
ら
定
例
議
会
が

あ
っ
て
、
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ

う
だ
よ
。
み
ん
な
も
来
て
み
て
ね
！

　
こ
こ
に
立
っ
て
、
村

長
さ
ん
が
お
は
な
し
を

す
る
ん
だ
っ
て
！

ぼ
う
ち
ょ
う
せ
き

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

 

（
合
　
海
）　
丹
　
　
　
來ら

　
結む

ち
ゃ
ん

（
克
也
） 

　
　
　

 

（
肘
　
折
）　
羽
　
賀
　
楓ふ

う

　
真ま

く
ん
　

（
浩
人
） 

　
　
　

★
す
き
な
も
の

　

だ
ん
ご
と
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

★
す
き
な
も
の

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
と

デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス


